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マルチメディアプレーヤ｢ハイサターン+の機能

ゲームCDのほかにビデオCDやフォトCDなども再生可能である｡二れによって映画や音楽,カラオケ,電子写真集なども楽しめる｡

近年,音楽用CDから発展した読み.取り専用光ディ

スクであるCD-ROM(CD-ReadOnlyMemory)は,

電子出版物としてその利用が拡大しつつある｡特に

その大容量,低価格という特長を生かした,映像･

音声を多用するマルチメディアアプリケーションの

ためのメディアとして,今後ますます進展していく

ものと考えられている｡

マルチメディアプレーヤ｢ハイサターン+は,家

庭用情報機器の主要媒体としてCD【ROMをとらえ,

今後の活用が期待されているビデオCD,フォトCD

を標準でサポートし,かつ現在最も普及しているア

プリケーションである家庭用ゲームに対応した高性

能,低価格な家庭用マルチメディアプラットフォー

ムである｡さらに将来は,外部との通信機能が付加

されることによって,より多彩なマルチメディアコ

ンテンツの享受が家庭で可能になっていくと思わ

れる｡

このハイサターンは,現在から将来へ向けての広

い応用のための共通プラットフォーム形成のため,

株式会社セガ･エンタープライゼス,日本ビクター

株式会社,およびヤマハ株式会社各社との協力によ

って開発した｡

*11立製作所 マルチメディアシステム開発本部 **u寸二製作所 情報映像事業部
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□ はじめに

株式会社セガ･エンタープライゼス,H本ビクター株

式会社,およびヤマハ株式会社の各社と日立製作所が,

家庭用ゲーム機の機能を中心に置いて共同開発した｢サ

ターンアーキテクチャ+をベースに,新しいAV機器とし

てのコンセプトを実現した製品が,マルチメディアプレ

ーヤ｢ハイサターン+である｡

日立製作所がマルチメディアプレーヤのベースに家庭

用ゲーム機を採用した理由は,(1)近年の高度化したゲー

ム機に要求される性能･仕様が,家庭用マルチメディア

機器としての性能･仕様と一致する部分が多いこと,(2)

当面,最も魅力的なマルチメディアアプリケーションの

一つがゲームであることの2点である｡

ここでは,ハイサターンでの各種CDメディアへの対

応,今後の展開,およぴこれらを実現するハイサターン

の機能的な特徴について述べる｡

日 CDメディアへの対応

ハイサターンはゲームCD再生機能のほか,標準でビデ

オCD,フォトCD,CD-G,および音楽CDの再生機能を

持っている(図1参月弔)｡

(1)ビデオCD再生機能

ビデオCDは,DCT(離散コサイン変換)をベースとす

るMPEGl(MovingPictureExpertsGroupl)ディジタ

ル画像圧縮により,CDに最大74分の動画像と音声を入れ

たものである｡ハイサターンは,ビデオCDのうち,プレ

イバックコントロール機能,高精細静止画モードの二つ

の機能を持つ｢ビデオCDバージョン2.0+と呼ばれる最新

規格にまで対応している｡これによってコントロール･

⑥SEGAENTERPR】SES,LTD.1994,1995

(a)

J浅頚

パッドを使い,画面上のグラフィカルなメニューから対

話型に操作することが可能になっている｡

ビデオCDを利用したタイトルソフトとしては1995年

5月現在,約600のタイトルがあり,映画,ドキュメンタ

リー,教育,カラオケなどもある｡1995年度末には約2,000

のタイトルがそろう予定である｡

(2)フォトCD再生機能

フォトCDは,普通のカメラ撮影で使う銀塩フイルムの

画像をディジタル化してCD-ROM化するものである｡当

初のコンシューマ向けのコンセプトから大きく発展し,

専門家用の写真素材のための蓄積メディアとしても使わ

れるようになってきている｡また,｢フォトCDポートフォ

リオ+というフォーマットでは音声もサポートし,フォ

トCDによるマルチメディア表現の可能性を大きく広げ

た｡その音声もAD-PCM(Adaptive DifferentialPulse

CodeModulation)により,写真の切り替え時にも音声が

とぎれることなく再生することが可能になり,電子出版

用メディアとしての条件を備えた｡

ハイサターンはこの｢フォトCDポートフォリオ+に対

応しておi),ユーザー個人での電子写真だけでなく,写

真集などの電子出版物も楽しむことができる｡さらにコ

ンシューマ向けの各種プレゼンテーションシステムを安

価に構成することも可能である｡

またビデオCD,フォトCDともタイトルソフト開発が

容易であるという特長があり,このことはこれらのメデ

ィアの普及に大きく寄与するものと思われる｡

さらにハイサターンでは,電子ブックそのほかのCDメ

ディアについても,それらを再生するソフトをCD-ROM

で供給することによって対応することが可能である｡こ

のため,今後さらに多くのCDメディアが再生できる可能
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株式会社講談社提供｢FR旧AYlO年史+より

(c)

図l ハイサターンで再生できるCDメディアの例

ゲームの例｢デイトナUSA+を(a)に,ビデオCDの例(メニュー形式で対話型操作が可能)を(b)に,フォトCDによる電子出版の例を(C)に示す｡
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(a)

図2 ハイサターンの周辺機器
専用カラオケユニット(a)およぴサターン端子付きテレビとの組み合わせ(b)を示す｡

性がある｡

B システム拡張と今後の展開

ハイサターンをより楽しくするために専用カラオケユ

ニットを用意している｡使いやすくするためにサターン

端子付きテレビも朋意した(図2参照)｡

専用カラオケユニットは,ビデオCDソフトの約60%,

およびCD-Gソフトの大部分を占めるカラオケソフトに

対応するものであり,2系統のマイクロホン人力,エコ

ー回路,およびカラオケ練習のための音声多重切り替え

機能を持っている｡

サターン端子付きテレビは,ハイサターンの電源を入

れると自垂加勺にテレビ側の電源が入り,入力もハイサタ

ーンに切I)替わる機能を持った,簡単操作のワイドテレ

ビである｡

コンピュータセンタ

情報サーバ

｢‾三｢:宗冨冨::言霊

●在庫情報

●納期情報

公衆回線

在庫確認

納期確認

一■一受発注処理→

お買得情報

新商品情報

など

(b)

ハイサターンの外部入出力接続機能を利用して通信へ

の対応を計丙している｡通信の形態としては,電話,

ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork),CATV

(CableTelevision),LANなどがある｡家庭での利用を

考えた場合は,電話回線を利用する｡しかし,電話回線

によるデータ伝送速度はたかだか30kビット/sであり,

画像などの大容量データを伝送するには通さない｡した

がって現実的には,伝送は制御データのやりとりを主と

し,その制御データによってCD-ROM上の画像などの大

容量データを制御する(図3参照)｡

応用分野としてはホームショッピングや通信教育など

が考えられる｡また,今話題のインターネットへの接続

により,家庭と世界とを直接つなげることも可能になっ

てくる｡

端 末(家庭･販売店)

マルチメディアカタログ

(動画,写真,音声,文字)

在庫確認,納期確認,発注処理

お買得情報提示

新商品情報提示

ゲームCD

ビデオCD,フォトCD

図3 通信を利用した情報

サービスの例

画像･音声を使ったCD-ROM

電子通信販売カタログを配布し,

注文は電話回線を使って行う｡
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凸 ハイサターンの年寺徴

ハイサターンは2個の32ビットRISC(縮小命令セット

コンピュータ)CPU"SH2''を中心に構成されたメインシ

ステムと,MPEGデコーダブロックを含むCD-ROMド

ライブで構成されたCDサブシステムから成る(図4参

月別｡

システムの主要な特徴は,(1)画像表現の高度化に対応

した高速処理の実現,(2)フルモーション動画への対応,

(3)高音質のPCM,FM音源,(4)高い外部拡張性である｡

画像表現の高度化とは,従来の二次元表現からポリゴ

ンの多用による三次元表現への進化である(図1(a)参

照)｡これによる扱うデータ量と演算処理の増大に対J;bす

るためにCPUを高速化する必要があり,32ビットRISC

CPU"SH2”をパラレルに使用すると同時に,2個の専

用帥像処理LSIを搭載し,分散処理によるスループット

の向上を図っている｡

ここでは従来のゲーム開発手法もサポートし,ソフト

制作側の表現の多様性を保証している｡

また,扱うデータ量の増大に伴い,プログラム供給方

法も従来の半導体ROM(容量数Mバイト)からCD-ROM

(容量最大600Mバイト)に変わった｡この場合問題にな

るのはCD-ROMドライブからのデータ転送速度である｡

300kバイト/sの倍速CD-ROMドライブをベースにCD

サブシステム側でデータの一次処理を行い,効率よくそ

れをメインシステムに供給する構成によr),転送速度の

制限による待ち時間の解消を図っている｡

フルモーション動画のサポートについては,メインシ

ステムでソフトウェアによるフルモーション動向をサポ

ートしている｡さらに,高画質が要)托される場合やハー

ドウェアデコードを前提としたビデオCDへ対応するた

めに,MPEGlによるデコーダをCDサブシステム内に持

っている｡

サウンドブロックは,32チャネルのPCM音源の探別に

よって効果音の音質が大巾引こ向上した｡また,FM音源も

サポートして表現の幅を広げている｡さらに電了一楽岩旨の

相互接続のための標準インタフェースであるMIDIにも

対応‾吋能である｡
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図4 ハイサターンのハードウェア構成

家庭用情報機器に必要な画像･音声処理枚能を持ち,拡張性に優

れている｡

外部周辺機器拡張のため,シリアルおよびパラレルの

外部インタフェースを持っており,通信モデムやプリン

タなどが将来接続‾吋能となる｡

田 おわりに

ここでは,比較的低価格のゲーム機をベースにしたマ

ルチメディアプラットフォームの最新機器の紹介と将来

展望について述べた｡ユーザーにとってのマルチメディ

アのメリットは,ハードではなくソフトコンテンツ,情

報サービスにある｡今後も,ソフト制作との連係を強め,

情報システムとしての展開を凶っていく考えである｡

終わりに,今回の開発では,株式会社セガ･エンター

プライゼスほか2社の関係各位から多大なご指導とご協

ノJをいただいた｡ここに感謝の意を表する次第である｡
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